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強強いい衝衝撃撃波波をを安安定定にに解解くくここととののででききるる磁磁気気流流

体体シシミミュュレレーーシショョンンココーードド

強強磁磁場場中中ででののレレーーザザーーププララズズママ相相互互作作用用をを含含

んんだだ粒粒子子シシミミュュレレーーシショョンン

レーザープラズマ現象を理解する上で、数値シミュレー
ションは非常に重要な役割を持っている。マクロな物理
量を解くための流体シミュレーションと、ミクロな現象を取
り扱う粒子シミュレーションを駆使することで、複雑なプラ
ズマ乱流や燃焼波面の構造に迫ることができる。

レレーーザザーー核核融融合合ににおおけけるる乱乱流流混混

合合過過程程

燃燃焼焼過過程程ににおおけけるる衝衝撃撃波波面面のの

構構造造解解析析

電電磁磁波波をを用用いいたた新新ししいいププララズズ

ママ加加熱熱機機構構

太太陽陽磁磁場場活活動動ににみみらられれるる宇宇宙宙

ダダイイナナモモ現現象象

太陽磁場を維持し、太陽活動の周期性の起源と
なっている対流ダイナモ現象を、大規模流体シミュ
レーションやレーザー実験で模擬する。

レーザー核融合実現の障壁となっている流体不安

定による乱流混合を抑制することを目的として、界

面不安定の磁気流体シミュレーションを行う。

粒子シミュレーションはレーザーとプラズマの相互
作用を解析する道具である。これを駆使することで、
斬新なプラズマ加熱機構の発見も可能となる。

燃焼過程は様々な研究分野で重要となる。乱流と

燃焼の関係を複雑な数値シミュレーションを用いて

理解することで、幅広い応用が期待できる。
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